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一 般 質 問

25年度当初予算の特色を問う

岩谷真海 議員

　

ま
ず
、
前
定
例
会
一
般
質
問

「
18
歳
以
下
医
療
費
無
料
化
」
を

早
速
予
算
化
し
て
頂
き
御
礼
申
し

上
げ
る
。
さ
て
、
25
年
度
当
初
予

算
の
特
色
は
何
か
。

町　

長

　

町
民
の
安
全
・
安
心
を
第
一
に

進
め
る
、
必
ず
や
る
実
行
予
算
と

し
た
。
安
心
部
分
で
、
池
野
駅
北

の
医
療
ゾ
ー
ン
整
備
と
駅
駐
車
場

の
確
保
、
池
野
・
杉
野
線
交
差
点

改
良
、
防
災
メ
ー
ル
配
信
、
安
定

ヨ
ウ
素
剤
の
備
蓄
、
踏
み
台
付
き

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
一
台
増
や

し
お
年
寄
り
の
利
便
性
を
は
か
る

等
。
子
育
て
支
援
で
は
、
18
歳
以

下
医
療
無
料
化
。安
全
部
分
で
は
、

教
育
環
境
、
特
に
耐
震
補
強
を
前

倒
し
で
進
め
る
。観
光
部
分
で
は
、

西
美
濃
夢
源
回
廊
を
進
め
る
。
そ

の
実
行
予
算
で
あ
る
。

　

町
の
人
口
増
を
前
提
で
5
次
総

合
計
画
を
策
定
し
た
。
今
年
は
人

口
減
と
な
り
、
更
な
る
定
住
化
の

施
策
が
必
要
と
考
え
る
。
特
に
施

策
の
遅
れ
て
い
る
東
地
区
の
開

発
、
定
住
化
の
方
策
が
必
要
で
は

な
い
か
。

町　

長

　

全
国
的
に
人
口
の
減
少
化
が
進

ん
で
い
る
。
当
町
は
企
業
の
海
外

進
出
等
の
影
響
で
多
少
の
減
と

な
っ
て
い
る
。
施
策
と
し
て
、
学

童
保
育
、
病
児
・
病
後
児
保
育
等

の
子
育
て
支
援
、
企
業
誘
致
も
順

調
で
人
口
が
増
加
し
て
き
た
。
今

後
も
企
業
誘
致
等
は
も
ち
ろ
ん
の

事
、
18
歳
以
下
医
療
費
無
料
化
、

医
療
モ
ー
ル
の
充
実
、
養
老
鉄
道

の
継
続
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

確
保
等
住
民
福
祉
の
向
上
に
つ
と

め
、
子
供
を
安
心
し
て
生
み
、
育

て
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
、
住
ん
で

良
か
っ
た
と
思
う
町
づ
く
り
の
施

策
を
行
っ
て
い
く
。
東
地
区
に
つ

い
て
は
東
幹
線
西
側
歩
道
も
継
続

的
に
進
め
、
農
地
転
用
も
緩
和
し

て
住
宅
や
企
業
の
誘
致
も
進
め
た

い
。

　

防
災
・
減
災
と
い
う
観
点
で
、

地
域
の
見
守
り
隊
の
強
化
、
自
主

防
災
組
織
の
実
用
化
、
災
害
マ

ニ
ュ
ア
ル
等
の
見
直
し
が
必
要
で

は
な
い
か
。

　

個
人
情
報
保
護
法
の
制
約
の
中

で
、
要
支
援
の
人
の
支
援
、
救
助

が
で
き
る
よ
う
社
会
福
祉
協
議

会
、
各
団
体
と
連
携
し
、
台
帳
等

の
デ
ー
タ
化
を
行
う
。
自
主
防
災

組
織
に
つ
い
て
は
、備
蓄
も
含
め
、

代
表
の
方
と
連
携
、
協
力
し
、
指

導
に
も
つ
と
め
て
行
き
た
い
。
ま

た
、
法
の
範
囲
内
で
、
情
報
は
公

開
し
、
提
供
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
。

町
人
口
増
と
定
住
化
の
施
策
を
問
う

町
民
の
安
全
で
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
問
う


